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都市づくり NPOさいたま御中 均九ん乏'1¥ jτ ル
「市長選立候補予定者への質問喜J八の回答 みんω ~fl t:- ~ ドフぐ ð0

日ごろよりの貴団体の日ー彰jに敬意を表しま F。

表記事項への回答は以下のとおりですυ

01a 市民と行政の協働について

安倍政権のもと、市民の自由な活動を抑えつけようとずる動きが強まっていますn

そうしたもどで現市長は政権の意向を付度した市玖を進めてきたととは問題です。Jt

た市職員が不足している現状十功日え、現市長がイベントと 2都心開発を中心とした市

政に拍車をかりたこ とP市民と行政の協働が後景に追いやられているのではないで

し上うか。

日1b 市民と行政の協働の推進にむけた市役所職員の働き方

現市長は「シティセールスJr市役所の高品質経堂」などと企業的理念を中心にし

た市政運営をしていますねこれ合憲法の理念を根底においた市政運営に転換します6

その意識を職員と共有し、トシプダウンから市民自線・市民が主役の視点、で職員が自

らの仕事にとりくんでい〈ことが必要と考えます。職員評価ちそうした視点から見直

します。イベントや開発行政の在り方をえ宣して職員百E萱を適正化するとともに、必

要な職員数を確保します。

。2a 自治基本条例の制定について
議会の賛同を得ること抜きには条例化できなし、もとで、これまでの経過を踏まえて、

地方自治の在り方についてよく行政と議会が市民とともに議論していくことが:必要

と考えます。同時に、現市長のように自治体を経営体としてとらえたうえで行政改革

を進めることは市民との共同にくさびを打つことになります巴地方自治訟の「住民福

祉の増進」に市政の基本をまずもって置くこと抜きに条例化することは拙速と考えま

す。
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Q2b 自治基本条例の内容について

地万自治法でも定められている通り、地方自治体の基本は住民福祉の増進にありま

すa その立場を市政の基本にすえたうえで、市員との共同を具体的に進めていくとと

が必要と考えます。

Q3a r地域まちづ〈り条例Jの制定の提案について

考え方としては賛同するものです。現市長のもとでもさまざまなワ)クショ ップ等、

形式上は市民の意見と聞く形をとっているものを数多く開いていますが、その実態は

コンサルタント会社に事実上丸投げし、すでに定めた市の各種計画にそって議論を誘

導し、結論付けるアリバイ的なものになっています。市民に「ご理解いただく」ため

ではなく、「市民の意見を反映するJためのしくみづく りと行政の姿勢が必要と考え

~ -" 
;1:9。

Q4a 見沼田んlまの保全について

見沼田んぼを保全していくうえでは、農家ζ農地を利用する市民、および様々な市

民団体への支援を強めることが必要ξ考えます。支援策、の内容については、当事者か

らよく意見を聞くことが当然必要。す。tキiと農業者が減っているもとで、耕作放棄地

の問題も出ており、農家への支援強化を抜本的に強めることは見沼田んぼを保全して

いくう えでも重要と考えますe

日4b 公!AI'緑地の市民管瑳の推進

自治的に住畏が公闘を管理するこ とにういては私も賛詞します3 利用する市民のみ、

なさんの要望を反映させ、利沼しやすく・利用したくなる公園にしていくことは大事

だと考えます。ただし、市が行政の責任を市民に肩代わりさせ、安上がりな行政のた

めの口実iこならないよ うに気をつけなければならないと考えます。
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Q4c 生物多棒f生保全地域戦略の具体化について

見沼田んぼは東京近郊にめりながらキジが生息するなど、自然環境が比較的豊かな

状況がまだ残されています。 一方で、私が子どものころはホタルが普通に見られたも

のですが、今は市民団体のみなさんの努力のも Eで見られる状況になって しまってい

ます， Q4aでお答えしたような保全のとり〈みとともに、生吻多様性の確保のために

も目然環境を取り戻す具体的なプログラムを宅民のみなさんとっくりたいと考えま

す日

Q5a 区役所の機能に不足していると考える点について

現市長は 「コンパク トシティJr選択と集中Jを掲げ主都心4副都心開発にまちづ

くりを進めています。区ごとに歴史的な経過や地主主的条件が異なるにもかかわらず、

この方針を進めることで、中心区と周iD区で地塚潤格差、アンバランスが生じていま

す。私は区ごとの個性が輝くまちづくり を掲げていますが、区の権限を強め、ふさわ

しい財政保障を行いますc 選出区ご止の市議会議員のおカも借りて、市民のみなさん

とまちづくりを進めたいと考えていますc

日5b 総援および都市マスの区別計画の策定について

総合振興計画とそれにもとづく都市計画マスタープランのまちづくりの柱が f2都

心4副都心」開発です。安ずこうした中心駅需の開発に巨額の税金を投じる!日態依然

とした開発千友を転換したうえで区別の計画(プラン)を市民のみなさんとつくって

いきたいと考えますa


